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１．研究の背景と目的              

長崎のような都市では斜面によって美しい景観をつ

くり出している．斜面には建築単体から都市に至るま

で人間の感性に大きな影響を与えてきた． 

しかし近年，都市化や高層化の影響で地形に対する

関心が薄れてきていると私は思う．たとえば，横浜の

港の景観は高層建築によってスカイラインが形成され

ている． 

国土の 7 割が山地・丘陵地からなる日本において地

形を考えることは重要であり，経済，環境，景観など

様々な視点から地形を活かした建築計画が求められる． 

本研究では，斜面地に建てられた建築に着目し，接

地の仕方と設計意図にどのような相関関係があるのか

を明らかにする．接地タイプ，傾斜角度，用途，設計意

図，時系列の分類項目から分析を行い，斜面に対して

の建築のあり方を考察する． 

 

２．研究の対象と方法              

現在から 10 年以内に建てられた現代建築の斜面に

対する考え方を調査するため，本研究は斜面地に建て

られた建築を対象とし，『新建築』の 2006 年以降に掲

載された 107作品を資料として抽出する． 

分類方法は接地タイプ，傾斜角度，用途，設計意図，

時系列の 5 項目に分類する．分析方法は各分類項目の

クロス集計表を用いて分析する．分析結果から地形と

建築のあり方をグラフや断面図を用いて考察する． 

 

３．研究の位置づけ               

三谷らの研究[1]では接地法と断面構成法のクロスに

よる分析がされているが，用途については住宅に限定

され，分類については，接地法と断面構成法の 2 項目

のみであった． 

本研究では用途を限定せず，また接地タイプ，傾斜

角度，用途，設計意図，時系列の 5 項目の分類の組合

せから分析する．建築家の地形に対する考えを様々な

視野から考察する． 

４．分類                     

接地タイプは建物が地面と接する辺数によって接地，

埋込，張出，浮遊の 4項目に分類する． 

接地    埋込    張出    浮遊 

fig.1 接地タイプの分類 

 

 傾斜角度は感覚的に理解しやすいようスロープや階

段の勾配をもとに 1/20 勾配未満から始まり，17/26～

19/22 勾配までの 11 項目に分類する．断面図を参照し

建物が建つ前の地形を想定して結んだ線を傾斜角度と

する． 

fig.2 傾斜角度の分類 

 

用途は『新建築』のデータ記載に準じ，住宅，集合住

宅，宿泊施設，オフィス，商業施設，美術館・ギャラリ

ー，保育園・幼稚園，小学校・中学校，大学(専門含む)

の 9項目に分類する． 

設計意図は『新建築』に載っている設計主旨を参照

し，ランドスケープ，自然を感じる，空間構成，経済

性，自然エネルギー，強調，法規，人の感性，眺望，シ

ークエンスの 10項目に分類する． 

時系列は2006年～2016年までの11項目に分類する． 

 

５．クロス集計表分析              

 各分類項目の組合せによるクロス集計表から地形と

建築の傾向を考察する．傾斜角度と用途のクロス集計

表分析を例として取り上げる． 

１：日大理工・学部・建築 ２：日大理工・教員・建築 

1～2面が 

地面に接する 

3～4面が 

地面に接する 

1～3面が地面に 

接し，張り出す 

地面に 

接していない 
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傾斜角度の 

クロス集計表分析 

fig.3  傾斜角度の度数分布 

fig.4  1/20勾配未満の建物用途 

fig.5 1/12～1/8勾配の    fig.6 1/8～1/6勾配の 

建物用途                建物用途 

fig.7 1/6～1/4勾配の     fig.8 1/4～13/34勾配の 

建物用途          建物用途 

fig.9 1/20勾配未満の商業施設[2] 

fig.10 1/4～13/34勾配の集合住宅[3] 

5-1．分析 

傾斜角度の度数分布より 75.6%が 1/4 勾配以下の傾

斜地に建てられている．特に 1/6～1/4 勾配，1/12～1/8

勾配，1/20～1/12勾配の割合が大きかった． 

 1/20勾配未満の建物用途では，商業施設が 28.6%で

大きかった． 1/12～1/8勾配の建物用途では，保育園・

幼稚園が 18.5%で大きかった．1/8～1/6勾配の建物用途

では，美術館・ギャラリーと大学(専門含む)が 23.1%で

大きかった． 1/4～13/34勾配の建物用途では，住宅の

割合がほかのグラフに比べて大きいことがわかる． 

 5-2．考察 

fig.9 などの商業施設は客の動線，搬入計画などの観

点から 1/20勾配未満の傾斜地に多くみられたのではな

いかと推測する．保育園・幼稚園は勾配が急すぎると

園児に危険が及び，勾配が緩やかでも遊び場が少なく

なることから 1/12～1/8 勾配に多くみられたと考察す

る．美術館・ギャラリーは作品をみて回ることから，

歩ける範囲で空間に変化をつけられる勾配が 1/8～1/6

勾配に多かったのではないかと推測する．1/6～1/4 勾

配は度数分布の割合が大きいため様々な用途がみられ

たと思われる．勾配が急になるほど人が住むというこ

とに深い関係がありそうである．fig.10では急斜面に集

合住宅が建てられている．商業施設などの公共建築は

緩勾配に多く，住宅などの私的な建築は急勾配に多く

みられる傾向があるといえる． 

 

６．結論と展望                 

傾斜地と建築物には様々な関係性があることがわか

った．多角的な条件から分析することで地形と建築間

での関係性による傾向を導き出すことができた．この

分析結果から今後の建築計画の一つの指標として知見

を得られたのではないだろうか． 

 研究対象を『新建築』に限定せず，さらに経済的な

背景をふまえ，高度経済成長期を対象とし，現在と比

較することで新たな地形のあり方が見えてくるのでは

ないかと思われる．  
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